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会計年度任用職員制度第4回小委員会交渉報告
同一労働同一賃金の視点で常勤職員との格差是正と雇用の安定を！
衆参両院の附帯決議でも「雇用の安定」「移行時に不利益を生じない」「同一労働同一賃金」を要請
　県労連は3月5日、会計年度任用職員制度の交渉を行い、「給付」「勤務時間・休暇関係」について、当局の考え方が示されました。（詳細は3頁）
同一労働同一賃金の視点で格差是正を

　「勤務時間・休暇関係」についての当局の考え方は、現行の日々雇用職員も含めて「現行の４分の３非常勤職員と基本的に同様とする。」「同一労働同一賃金の観点から、取得要件、取得日数等を見直す。」としています。

　自治労県職労としては、日数、要件、有給・無給の区分など、常勤職員との格差を是正することが「同一労働同一賃金」であり、その視点での制度設計を求めています。

現行より不利益な制度はダメです！
　「給付」についての当局の考え方は、

・常勤職員の給料表を基礎に、会計年度任用職員報酬額表を作成する。
・月額は、常勤職員給料表の特定の号給を勤務時間で割り落した額とする。その額に地域手当相当分及びその他手当相当分の額を別途加算し、報酬として支給する。
・基礎号給は、行政職１表1級1号を参照する。
・上限は、行政職１表1級29号を参照する。
・パートタイム会計年度任用職員の勤務歴は3号／年換算とする。
・学歴・経験年数換算は、1号～4号とする。

　自治労県職労の主な主張は、
〇基礎号給を行政職１表1級1号とした場合、現行の報酬額を下回る部分もあり、容認できない。常勤高卒初任給の1級9号を基礎とすべき。
〇上限を設けるにしても、2級到達や1種の新採用でも前歴のある職員の初任給なども検討すべき。
〇会計年度任用職員としての勤務歴や前歴換算は割り落しせず、常勤職員と同様とすべき。
〇諸手当相当分についても、同一労働同一賃金の視点から、常勤職員と同様とすべき。

最大の課題は雇用の安定

　現在、日本社会全体で行われている、同一労働同一賃金の視点に基づく非正規労働者の格差是正は、これまで低賃金・無権利・不安定雇用状態に置かれてきた非正規労働者の処遇を改善するために取り組まれています。

　「5年正規転換」など、民間ではむしろ「雇用の安定」に向けた施策が展開されています。

　こうした中で、行政施策として非正規労働者の「雇用の安定」、「処遇の改善」を推進している地方公共団体が、働く意思と能力のある非常勤等の職員を雇用不安にさらし続けることは、「社会的正義」や「社会的公正」に合致したものと言えるでしょうか。
　採用にあたっては、公正・公平な選考が行われるべきことは当然ですが、採用された職員が本人の希望によって県職場で働き続けられるような制度とすべきです。法改正にあたっての国会審議や衆参両院での附帯決議でも雇用の安定は強調されています。
衆参両院での附帯決議概要
一　地方公共団体に発出する通知等により、再度の任用が可能である旨を明示すること。
二　人材確保及び雇用の安定を図る観点から、公務の運営は任期の定めのない常勤職員を中心としていることに鑑み、会計年度任用職員についてもこの考え方に沿うよう、引き続き任用の在り方の検討を行うこと。
三　移行に当たっては、不利益が生じることなく適正な勤務条件の確保が行われなければならない。
四　公務における同一労働同一賃金の在り方及び短時間勤務の会計年度任用職員に係る給付の在り方について特に重点を置くこと。
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条例の委任を受けた人事委員会規則以下で具体的に規定。
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〇同一労働同一賃金の観点に加え、個別の休暇制度について以

下の点も踏まえて今後検討。

・子の看護休暇・短期介護休暇：国は無給だが、本県は勤務時間

数に応じて一部有給としている。

・私傷病による療養休暇：国は無給だが、本県は一部有給。
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臨任・非常勤・日々雇用職員の現在の諸条件と会計年度任用職員の諸条件








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































